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 2019 年の年末から始まったコロナ感染症の世界的流行により「集中

治療室」や「ＥＣＭＯ（エクモ）」という言葉がニュースでも聞かれるよ

うになりました。しかし、集中治療やＥＣＭＯがどのような治療なのか

はあまり知られていません。集中治療室で治療を受けると聞いて「命が

危ない状態」と受け止める方も多いのではないでしょうか。また、医師

の説明だけでは集中治療をイメージするのは困難であり、「先生方にお

任せするしかない。まな板の鯉だから」と話す方もいらっしゃいます。 

 集中治療は、患者さんの命を救うだけでなく、退院後の生活の質をで

きるだけ入院前の状態に近づけることを目指しています。そのため、痛

みなどの苦痛を緩和し、早い段階からリハビリテーションを開始するな

ど患者さんの回復過程に応じた治療・看護を行っています。しかし、集

中治療に限らず、回復するには患者さんご自身の生きる力が大切です。

ご家族は患者さんの励みや拠り所であり、私たち医療者は専門的な知

識・技術を持って患者さんの生きる力を支援することが役割であると考

えています。また、集中治療を受ける患者さんの精神的ニードは安心・

安全と感じることだとされています。自分が受ける治療やケアを自分で

決めることは安心・安全と感じることにつながります。そのため、集中

治療に関わる私たち医療者は、患者さんやご家族の意思決定を支援し、



理解・納得して治療を受けられるよう努めています。 

 「集中治療が必要になった時」には大きくわけると 2 つあります。 

①予定された手術や処置を受け一時的に身体に大きな負担がかかった

時と②急な発症や持病の増悪で身体に大きな負担がかかった時です。い

ずれの場合も呼吸や循環など生きるために必要な機能が低下するため、

緻密な観察や厳重な薬物管理、人工呼吸器・ＥＣＭＯなどの医療機器を

用いた集中治療が必要になります。 

 ①予定の手術や処置で集中治療が必要になる場合、ほとんどの患者さ

んは予め医師から説明を受け、ご自身で考えたり、ご家族内で相談した

りして治療を選択し決定することができます。一方、②急な発症や持病

の増悪で集中治療が必要になった場合は、患者さんの意識がはっきりし

ないことも多く、ご家族が患者さんに代わって治療を選択し決定する代

理意思決定を担うことになります。しかし、患者さんの意思を確認でき

ない状態でご家族が治療を選択し決定することは容易ではありません。

相談できるご家族が遠方ですぐには病院に来られないという状況もあ

ります。 

 私たち医療者は、治療を決定する際、患者さんやご家族と一緒に患者

さんにとって最善の治療は何かを考え意思決定を支援します。代理意思

決定では、患者さんだったらこう考えるだろう、常日頃からどのような

治療を受けたい・どのように生きたい・暮らしたいと話していたかなど

患者さんが大切にしている心情や価値観に関する情報を大切にします。

こうした情報や病状、治療の選択肢などをご家族と医療者が共有し患者

さんにとっての最善を一緒に考えることが代理意思決定になります。 



 一見、集中治療が必要になった時の話は重篤な状態になった時の縁起

でもない話という印象があるかもしれません。しかし、集中治療が必要

になった時、納得し安心して医療を受けるために日頃からご家族や近し

い方々と自分の考えや生き方などについて話す機会をもっていただけ

ますと幸いです。 
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